総務省が公立病院改革プラン策定状況等（２００９年度末現在）の調査結果を公表

　５月２６日、総務省は昨年に引き続き、「公立病院改革ガイドライン」にもとづき、２００９年度末現在の各地方公共団体の「公立病院改革プラン」の策定状況調査を公表しました。

　自治労としては、総務省の不当な指導に対してチェックを行う一方、各県本部・単組においては、公立病院改革プランの進捗状況を監視するとともに、引き続き地域に信頼される病院づくりに向けた取り組みを進めることが求められます。

　

　【概　要】 

I　公立病院改革プランの策定状況(調査対象：病院事業実施656団体) 

○　プラン策定団体数 

　都道府県では44団体、市町村では606団体、合計650団体（99.1%）[928病院]がプランを策定（前回調査から47団体（平成21年度策定団体）が新たに策定）。

II　公立病院改革プランの主な内容(調査対象：プラン策定650団体) 

○　経常収支黒字化に係る計画

　　プランを策定した928病院のうち、平成23年度までに経常収支の黒字化を目標としているのは596病院(64.2%)。

　なお、平成20年度に経常収支が黒字の病院は275病院。

○　再編・ネットワーク化に係る計画 

　プランを策定した928病院のうち、平成21年度までに再編・ネットワーク化計画を策定した病院は328病院(35.3%)。また、検討中の病院は494病院(53.2%)。

○　経営形態の見直しに係る計画 

　プランを策定した928病院のうち、経営形態の見直しを行っていない病院（地方公営企業法財務適用の病院）は521病院で、うち484病院(92.9%)が経営形態の見直しを行う予定又は見直しを検討中。また、既に経営形態の見直しを行っている病院（地方公営企業法財務適用以外の病院）は407病院で、うち188病院(46.2%)が更に経営形態の見直しを行う予定又は見直しを検討中。

III　公立病院等の再編・ネットワーク化推進に係る都道府県の計画・構想等の策定状況(調査対象：47都道府県) 

　｢策定済み(一部策定団体を除く)｣は36団体(76.6%)、｢平成22年度策定予定｣は4団体(8.5%)、｢平成23年度以降策定予定(策定せずを含む。)」は7団体(14.9%)。

IV　公立病院改革プランに係る点検・評価・公表の状況(調査対象：プラン策定650団体) 

○　プランの公表状況

　都道府県におけるプラン策定44団体については、全団体がプランを公表済み。

　市町村におけるプラン策定606団体のうち、594団体(98.0%)がプランを公表済み。

○　プランの実施状況に係る点検・評価・公表の状況

　　都道府県におけるプラン策定44団体のうち、25団体(56.8%)がプランの実施状況に係る点検・評価を実施（22団体が公表）済み。

　　市町村におけるプラン策定606団体のうち、356団体(58.7%)がプランの実施状況に係る点検・評価を実施（260団体が公表）済み。

以　上

